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持続可能な社会をつくっていくことへの重要性が認識されるようになるととも
に、このような「持続可能な社会」を創り出していくことは、政策や科学に頼った
社会システムに期待するのではなく、地域を担う住民やグループなどの多様な主体
の参画とそれらの活動や意識のつながりとしてのネットワークを広げていくこと
が重要である。 
本研究では、筆者自らも参画する社会で取り組まれている持続可能な社会づくり
を目指した市民活動を題材とし、市民の参画や多様な主体による協働関係の構築に
とって必要な要件及び、地域において立ち上がった市民活動が衰退を迎えることな
く発展・安定していくための要件についてまとめた。 
第 1章では、活動分野や領域に重なる部分も存在する環境の保全活動及び地域の
まちづくり活動が持続可能性の観点から同じ視点、すなわち各主体の「情報共有」、
「参画」、「協働」が市民活動の要件としての基盤になることを示した。また、市民
活動のネットワークが新たな参画や協働関係の循環を生み出す基盤としても重要
であることを述べた。 
第 2章では、地域に存在する複数の主体が協働事業を立ち上げていく過程におい
て、主体間の信頼関係がそれぞれの行動にどのような影響を与えているかを分析し
た。その結果、同じ自治会地域に存在しお互いを知っている主体同士であっても信
頼の関係がなければ協働は始まらないが、信頼の構築ができれば協働の関係づく
り、さらに発展に向かっていくことが可能であることを述べた。また、信頼の構築
から始まった協働が発展し安定を迎えるも衰退が起こる要因として、信頼の構築時
に存在した各主体の重要人物の活動への参画に変化や異動が起こった時に大きな
転換期を迎えることを示した。さらに、協働に対して、新たな参画が活動内容に大
きな影響を与える可能性も述べた。 
第 3章では、市民参加行動としてのネットワークを拡大していく環境、平和、福
祉、教育などの多様な分野・領域で活動する市民団体で構成される協働ネットワー
クでは、①各団体の活動において他の団体メンバーの相互参加（人的資源の共用）、
②各団体の活動による成果物をやり取りする関係（物質の連携）、③ネットワーク
には環境分野だけでない活動団体も参加しており、分野間をつなぐ活動（分野の特
性を活かした協働）が生み出されていることを明らかにした。 
また、「社会参加」と「信頼」の視点からネットワークを構築・拡大していくた
めの要件についてまとめた。そして、ネットワークへ参加する団体によるワークシ
ョップを実施し、多様な主体の集まりであるネットワークが生み出しているものが
情報共有であることを示した。 
そして、協働ネットワークに参加する団体が個々に、あるいは協働関係による活
動を推進していく中で、新規にネットワークに参加する団体が現れたり、すでに参
加している団体から新しい参加者があったりすることで協働ネットワークに対す
る認識に理解が進まない場合、すなわち、協働関係が衰退に向かう可能性が起きる
ことがあった。しかし、定期的な会議による情報交換だけでなく、ワークショップ
等を年に 1度開催し、お互いの認識を再確認する、あるいは調整する機会を実施す
ることで協働関係の安定化、再発展ができていることを示した。 
第 4章では、インドネシア共和国の南ジャカルタ市において経済的かつ知的側面
での社会的格差の底辺に近い地域にあるコミュニティにアプローチし、モデル校に
おいての小学校児童の活動を中心としながら地域における良き生活環境づくりへ
の関心を呼び覚まし、地域におけるネットワークづくりを題材に現地の変容につい
てまとめた。続く、第 5章では、前章で取り上げた地域で新たに開始された「ごみ
銀行」活動を対象として、「信頼」の視点から分析をおこなった。ごみ銀行活動の
ネットワークの広がりは、自治会活動などコミュニティ内での日常的な活動の中で
の確かめ合いによって育成されてきた信頼関係があり、その信頼関係を維持発展さ
せていこうとする思いが、新たな活動への参加や行動を起こしていく際の一つの重
要な動機になっていることを明らかにした。 
本研究では持続可能な地域づくりに向けての市民協働活動のためには、多様な主
体の参画、協働、そしてそれらにとっての必要不可欠な情報共有のためとして、さ
らに循環をつくり出すための基盤としてのネットワークの重要性を明らかにした。
また、市民活動においての参画、協働の立ち上げから発展・安定に向けて関係者相
互間の信頼の存在が、活動の持続性を支える要件となっていることを明らかにし
た。 
これらのことを踏まえ、多様な主体の協働関係による持続的な活動を発展させて
いく、「参画」、「協働」、「情報共有」そして「信頼」の基盤としてのネットワーク
のあり方をコンピュータや情報機器の世界的なネットワークであるインターネッ
トの形態を基に提案した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
